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いつもそばにいるきゅうり。
福島わかば会（福島県）の鈴木正幸さんには、
ブルームきゅうりという相棒がいます。

50年連れ添っている、
鈴木さんとブルームきゅうりのお話です。

「ブルームきゅうり以外は考えられない」と、
相棒と一緒にポーズをとる鈴木さん。



「
ブ
ル
ー
ム
き
ゅ
う
り
は
お
い
し
さ
が
違

う
ん
で
す
。
食
べ
て
み
て
」。
手
で
割
っ

た
き
ゅ
う
り
の
断
面
か
ら
は
、
水
分
が
み

る
み
る
あ
ふ
れ
出
て
い
ま
す
。
一
口
か
じ

る
と
、
み
ず
み
ず
し
さ
と
ほ
の
か
な
甘
み

が
、
心
地
よ
く
口
の
中
に
広
が
り
ま
す
。

き
ゅ
う
り
を
手
に
し
て
微
笑
む
の
は
、
き

ゅ
う
り
の
一
大
産
地
・
福
島
県
の
郡
山
市

で
、
ブ
ル
ー
ム
き
ゅ
う
り
を
50
年
近
く
育

て
続
け
る
福
島
わ
か
ば
会
の
鈴
木
正
幸
さ

ん
・
栄
子
さ
ん
夫
婦
で
す
。

　「
ブ
ル
ー
ム
は
、
き
ゅ
う
り
の
表
面
に

付
い
て
い
る
白
い
粉
の
こ
と
。
こ
れ
は
、

水
分
の
蒸
発
を
防
ぐ
た
め
、
き
ゅ
う
り
自

身
が
生
成
す
る
成
分
で
す
。
ブ
ル
ー
ム
で

覆
う
こ
と
で
、
病
気
に
か
か
ら
ず
健
康
な

状
態
を
保
つ
よ
う
、
実
を
保
護
し
て
い
る

ん
で
す
。
ブ
ル
ー
ム
き
ゅ
う
り
は
果
肉
が

し
ゃ
き
っ
と
み
ず
み
ず
し
く
、
甘
み
が
あ

る
の
が
特
徴
の
、
昔
な
が
ら
の
き
ゅ
う
り

で
す
」

　
ま
と
っ
た
〝
お
し
ろ
い
〞
の
内
に
お
い

し
さ
を
秘
め
る
ブ
ル
ー
ム
き
ゅ
う
り
。
し

か
し
、
今
で
は
、
目
に
す
る
機
会
は
ほ
と

ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
。「
白
い
粉
が
農
薬
の

よ
う
に
見
え
る
と
い
う
こ
と
で
、
見
た
目

が
よ
く
な
い
と
敬
遠
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ

の
た
め
、
一
般
の
市
場
で
は
商
品
価
値
が

低
く
、
出
回
ら
な
い
と
い
う
状
況
で
す
。

今
、
出
回
っ
て
い
る
き
ゅ
う
り
の
多
く
は
、

ブ
ル
ー
ム
レ
ス
き
ゅ
う
り
。
よ
い
見
た
目

で
売
り
や
す
い
と
開
発
さ
れ
た
、
白
い
粉

が
付
い
て
い
な
い
き
ゅ
う
り
で
す
。
ブ
ル

ー
ム
レ
ス
き
ゅ
う
り
は
、
ブ
ル
ー
ム
が
な

い
分
実
を
守
る
た
め
、
皮
が
か
た
く
、
果

肉
が
や
わ
ら
か
い
の
が
特
徴
で
す
」。
見

た
目
が
よ
く
な
い
と
い
う
理
由
だ
け
で
、

き
ゅ
う
り
の
本
来
持
つ
力
が
生
か
さ
れ
た

昔
な
が
ら
の
お
い
し
さ
が
、
な
く
な
っ
て

き
て
い
る
現
状
が
あ
る
の
で
す
。

1 まるでおしろいのようなブルームは、
夏に一番のります。　 2 茎や実の断面か
らあふれ出る水分は、健康に育っている
証拠。　 3 「とげを傷つけないよう、端
を持ってかごや箱に入れていきます」
4 1本1本、生長度合を見極めて収穫。　
5 畑に来ると、常にきゅうりの状態を
確認する鈴木さん。　 6 接ぎ木で栽培さ
れるきゅうりの土台は、なんとかぼちゃ
の根。　 7 具合が悪そうな葉はすぐに取
ります。　 8 葉が多すぎる場合も、バラ
ンスよく間引きします。　 9 「気が付く
と一緒にいる。ブルームきゅうりはそん
な存在です」

9 4
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8 6
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「
ま
わ
り
で
ブ
ル
ー
ム
き
ゅ
う
り
を
作
っ

て
い
る
人
が
い
る
と
聞
い
た
こ
と
は
あ
り

ま
せ
ん
が
、
私
は
や
っ
ぱ
り
ブ
ル
ー
ム
き

ゅ
う
り
で
す
」。
そ
う
話
す
鈴
木
正
幸
さ

ん
は
、
毎
朝
5
時
に
畑
に
向
か
い
ま
す
。

き
ゅ
う
り
は
生
長
が
早
い
た
め
、
朝
と
夕

方
の
2
回
収
穫
を
行
う
の
で
す
。「
1
回

で
、
春
は
6
0
0
本
、
最
盛
期
の
夏
は

1
0
0
0
本
以
上
を
2
人
で
収
穫
し
ま
す
。

き
ゅ
う
り
も
頑
張
っ
て
育
っ
て
く
れ
る
の

で
、
頼
も
し
い
で
す
」

　
さ
ら
に
、
鈴
木
さ
ん
は
ブ
ル
ー
ム
き
ゅ

う
り
を
、
極
力
農
薬
を
使
わ
ず
に
育
て
て

い
ま
す
。
き
ゅ
う
り
は
病
害
虫
の
影
響
を

受
け
や
す
く
、
慣
行
栽
培（
参
考
：
福
島
県

ま
す
。「
暑
過
ぎ
て
元
気
が
な
い
、
栄
養

が
ほ
し
い
な
ど
、
き
ゅ
う
り
の
状
態
を
肌

で
感
じ
る
ん
で
す
。
気
が
付
け
ば
一
緒
に

い
て
、
通
じ
合
っ
て
い
る
存
在
で
す
」。

鈴
木
さ
ん
に
と
っ
て
ブ
ル
ー
ム
き
ゅ
う
り

は
、
ま
さ
に
相
棒
の
よ
う
で
す
。

　
50
年
連
れ
添
う
中
に
は
大
き
な
苦
労
も

あ
り
ま
し
た
。「
一
つ
は
、
慣
行
栽
培
か

ら
切
り
替
え
た
頃
。
収
穫
が
安
定
す
る
ま

で
に
10
年
か
か
り
ま
し
た
。
や
め
よ
う
と

思
っ
た
時
も
あ
り
ま
し
た
が
、
福
島
わ
か

ば
会
の
メ
ン
バ
ー
の
助
け
が
あ
り
、
そ
し

て
何
よ
り
こ
の
お
い
し
さ
を
残
し
た
か
っ

た
。
も
う
一
つ
は
、
東
日
本
大
震
災
。
物

質
的
な
被
害
は
あ
ま
り
な
く
て
す
み
ま
し

た
が
、
と
に
か
く
野
菜
が
売
れ
ま
せ
ん
で

し
た
。
最
初
は
知
り
合
い
や
地
元
の
方
が

買
っ
て
く
だ
さ
り
、
支
え
ら
れ
ま
し
た
」。

鈴
木
さ
ん
は
相
棒
の
ブ
ル
ー
ム
き
ゅ
う
り

と
と
も
に
、
う
れ
し
い
こ
と
も
苦
し
い
こ

と
も
乗
り
越
え
て
き
た
の
で
す
。

　
い
つ
で
も
一
緒
な
の
は
食
卓
で
も
同
じ

で
す
。「
必
ず
き
ゅ
う
り
料
理
が
あ
り
ま

す
。
こ
の
地
域
で
は
醤
油
・
砂
糖
・
生

姜
・
酢
で
煮
て
、
塩
昆
布
で
和
え
た
佃
煮

も
よ
く
作
り
ま
す
。
チ
ャ
ー
ハ
ン
や
酢
豚

な
ど
の
具
に
し
て
も
お
い
し
い
で
す
よ
」

と
は
お
連
れ
合
い
の
栄
子
さ
ん
。
き
ゅ
う

り
の
佃
煮
を
口
に
し
た
鈴
木
さ
ん
は
、

「
や
っ
ぱ
り
ブ
ル
ー
ム
き
ゅ
う
り
に
は
か

な
わ
な
い
ね
」
と
満
面
の
笑
み
を
浮
か
べ

ま
し
た
。

　
こ
の
夏
、
お
し
ろ
い
に
包
ま
れ
た
そ
の

お
い
し
さ
に
、
き
っ
と
驚
く
は
ず
で
す
。

慣
行
使
用
基
準
）で
は
40
回
以
上
も
の
農
薬

を
使
用
し
ま
す
。
一
方
、
鈴
木
さ
ん
は
畑

に
足
し
げ
く
通
い
、
き
ゅ
う
り
自
ら
の
力

が
の
び
る
よ
う
環
境
を
整
え
る
こ
と
で
、

10
回
ほ
ど
に
と
ど
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
収
穫
し
な
が
ら
鈴
木
さ
ん
が
手
に
す
る

の
は
、
き
ゅ
う
り
の
葉
。「
具
合
が
悪
そ

う
な
葉
が
あ
れ
ば
、
よ
り
悪
く
な
ら
な
い

よ
う
、
ま
た
他
に
広
が
ら
な
い
よ
う
す
ぐ

に
取
り
ま
す
。
葉
が
多
す
ぎ
る
場
合
も
、

先
々
の
葉
ま
で
順
調
に
育
つ
よ
う
間
引
き

し
ま
す
」。
ふ
と
根
元
に
目
を
向
け
る
と
、

「
き
ゅ
う
り
は
ほ
ぼ
接
ぎ
木
で
栽
培
さ
れ

ま
す
が
、
土
台
と
な
る
根
は
か
ぼ
ち
ゃ
の

根
を
利
用
し
ま
す
。
病
気
に
強
く
吸
収
力

が
あ
る
の
で
、
繊
細
な
き
ゅ
う
り
に
ぴ
っ

た
り
で
す
」
と
鈴
木
さ
ん
。
栄
養
源
で
あ

る
土
に
は
化
学
肥
料
で
は
な
く
、
ボ
カ
シ

肥
料
や
有
機
質
液
肥
な
ど
を
使
用
し
て
い

Photo : Taro Terasawa　Text : Maiko Oasa　
Design : Better Days

おしろいきゅうり

※福島わかば会のブルームきゅうりを
　お届けします。
※大地を守る会のお買い物サイトも合わせて
　ご覧ください。

300g  348円（税込376円）
2877

秘められた甘みとみずみずしさ

消えゆく昔ながらの味

C O L U M N

鈴木正幸さん（右）のもう一人の相棒、お連れ合いの栄子さん（左）も50年の仲です。

10きゅうり入りのチャーハンと酢豚、き
ゅうりの佃煮（上から）と、幅広い料理に
使えます。　11「ボウルできゅうりと他
の好きな具をごはんに混ぜてから、フラ
イパンで炒めると楽ですよ」と栄子さ
ん。　12まずはそのままでおいしさを味
わって。鈴木さんのお気に入りは、＂味
噌マヨ＂を添えること。

1011

12

「この野菜、昔ながらの味がする」と感
じることは、もしかしたら少なくなった
のかもしれません。野菜や果物では、自
然発生や人為的により多くの種類が生ま
れ、私たちはさまざまな味を楽しむこと
ができています。しかし、その中で、昔
からあったものが姿を消しつつもありま
す。ブルームきゅうりもその一つ。「こ
こ20年くらいでほとんど出回らなくな
ったね」とは、ブルームきゅうりを育て
る福島わかば会（福島県）の鈴木正幸さん。
見た目のよさ、同じ形や大きさなどによ
る効率のよい生産が重視される今、長く
親しまれてきたおいしさがなくなってき
ているのです。巡り続ける自然が育む、
その豊かな味わいを大切にしていきまし
ょう。



イベント

サ
ラ
ダ
や
漬
け
物
、和
え
物
な
ど
、い
つ
も
何
気
な
く
そ
こ
に
い
る
き
ゅ
う
り
。
で
も
、そ
ん
な
ふ
う
に
見
え
る
き
ゅ
う
り
は
、さ
ま
ざ
ま
な
思
惑
に
翻
弄
さ
れ
な
が
ら
も
、少
し
抜
け
た
感
じ
に
素
直
さ
と
力
強
さ
を
合
わ
せ
持
つ
子
で
し
た
。〝
お
し
ろ
い
〞
を
ま
と
っ
た
ブ
ル
ー
ム
き
ゅ
う
り
と
、ぜ
ひ
会
っ
て
み
て
く
だ
さ
い
ね
。（
編
集
部
・
大
麻
）

イベント名 参加人数 会員番号

参加者の氏名 参加者の氏名性別 性別アレルギーの有無 アレルギーの有無年齢・学年 年齢・学年

メールアドレス（事前連絡が可能で、添付ファイルが受信可能なもの） 携帯電話番号（当日連絡が可能なもの）

人

ソーシャルコミュニケーション部行2 0 1 8 年 6 月 号   イベント参 加 申 込 書

発行 オイシックスドット大地株式会社
 東京都品川区大崎1-11-2  
 ゲートシティ大崎イーストタワー5階
 TEL 050-5306-8513

https://takuhai.daichi-m.co.jp/Information/8

＊複数のイベントにお申込みされる場合や記入しきれない場合は、「連絡便」などに必要事項を明記の上、ご提出ください。

備考（会員として登録された「住所」と異なる方がいらっしゃる場合はその方の住所、他連絡事項がある場合はその旨をご記入ください。）

＊ご家族の場合、代表者の分のみをご記入ください。

お問合せ
オイシックスドット大地
ソーシャルコミュニケーション部
TEL●050-5306-8513
E-mail●csr@member.daichi.or.jp

※駐車場はありません。
※当日、イベントの運営をお手伝いしてくださる方
　（大人のみ、若干名）を募集します。お申込みの際、
　備考に「当日スタッフ希望」とご記入ください。
　後日、改めてご連絡させていただきます。

もぎたてをがぶり。夏のおいしい思い出

2018.7.28（土）10:00～11:30
夏の三浦  とうもろこし収穫祭

DAT A
黒崎研究会のとうもろこし畑
（神奈川県三浦市）
※現地集合・解散です。
※京浜急行久里浜線「三崎口駅」より徒歩20分
大人（中学生以上）●2,500円、
子ども（3歳以上）●1,500円、3歳未満●無料
300名
7月1日（日）まで
大地を守る会 ソーシャルコミュニケーション部

訪問先 . . .

参加費 . . .

定員 . . . . . .
申込 . . . . . .
主催 . . . . . .

DAT A
会場 . . . . . .

参加費 . . .
申込 . . . . . .
主催 . . . . . .

戸山サンライズ 大研修室（新宿区）
※東京メトロ東西線「早稲田駅」
2または3b出口より徒歩10分、
都営大江戸線「若松河田駅」
河田口より徒歩10分
無料
不要　※当日、直接会場にお越しください。
大地を守る 
社会貢献活動（CSR）をすすめる会

有機農産物や無添加そうざい、フェアト
レード商品などの販売事業、産地交流や
料理教室、食の講座などのイベント、海
外と連携した取り組みなど、大地を守る
会のCSR活動は多岐にわたります。2017
年度における大地を守る会のCSR活動
について報告します。

1年間のCSR活動を振り返ります
大地を守る会のCSR活動報告会
2018.7.21（土）12：30～16：30

福島の子どもたちから中国の食まで、
幅広い大地を守る会のCSR活動。

注意事項
当社は、大地を守る会のイベント及び大地
を守る会が告知する他団体のイベントにお
申込みいただく際、ご記入いただく個人情
報を、お申込み内容に関する確認、参加者
への連絡、抽選、抽選結果連絡、お問合せ
に対する回答、非常時に関する対応、イベ
ントの質向上管理のために利用させていた
だきます。なお当社は、イベント等を旅行
業者に業務委託する場合があります。この
場合、個人情報を開示することがあります。
業務委託にあたっては、個人情報の保護に
関する契約を締結し、業務委託先が契約を
遵守するよう必要かつ適切な管理及び監督
を行います。上記に同意の上お申込みくだ
さい。個人情報の取扱いに関するその他の
条件については、当社ウェブサイトの個人
情報保護方針をご確認ください。

左／もぎたて・ゆでたてのとうもろこしも待っています！
右／夏空の下、いただく味わいは格別です。

食卓を鮮やかに彩る自家製発酵ピザ。
お子さんと一緒に作るのもおすすめです。

DAT A
会場 . . . . . .

講師 . . . . . .
参加費 . . .

定員 . . . . . .
申込 . . . . . .

主催 . . . . . .

オイシックスドット大地　
Osaki Kitchen Studio（品川区）
※JR「大崎駅」南改札口から徒歩5分
料理研究家・りんひろこさん
大人（中学生以上）●3,500円、
小学生●1,000円、未就学児●無料
30名
6月24日（日）まで
※定員になり次第、お申込みを
　締め切らせていただきます。
大地を守る会 発酵ラボ

※参加者全員で調理後、料理をいただきます。
※一般の方は、お連れさまとしてご参加いただけます。

さまざまな野菜を層状に重ね、密封でき
る瓶に詰めた「ジャーサラダ」でおなじ
みの料理研究家・りんひろこさんを講師
に迎えた、発酵料理教室です。りんさん
は味噌を何種類も仕込んで使い分けるほ
どの発酵好きで、発酵料理も研究中。自
家製発酵チーズ、自家製発酵ピザ、三五
八の麹漬け（予定）といった、今回はその
中でも家庭で簡単においしくできるレシ
ピをご紹介します。いつでも誰でもでき
る簡単さと、料理の新たなおもしろさを
きっと感じられるはず。その場で一緒に
楽しく作り、いただきませんか？

簡単で味わい深い！  家庭でできる発酵料理

2018.7.14（土）11:00～15:00
りんひろこさんの発酵ライブキッチン

料理研究家、フードコーディネー
ター。京都で学んだ懐石料理、ア
ーユルヴェーダや薬膳など東洋の
食養生の考えをもとにしたおいし
く簡単にできる料理を、テレビや
雑誌などで提案。著書に『作りお
きで毎日おいしい！NYスタイル
のジャーサラダレシピ』『お鍋で蒸
して、瓶ごと保存 ジャースチーム
レシピ』（世界文化社）がある。

りんひろこ
H i r o k o  R i n

太陽、豪夏、紅まくら……。いろいろな
種類のスイカを食べ比べる毎夏恒例のイ
ベントです。雑草が一番のびるこの季節
は、草取りがとても大変。いつもおいし
いスイカを育ててくださっている生産者
の畑のお手伝いもします。体を動かして
食べて、元気な夏を過ごしましょう！

汗を流した後のスイカは最高！
畑のお手伝いとスイカ食べ比べ 
2018.7.16（月・祝）10：30～13：30

DAT A
訪問先 . . .

駐車場 . . .
講師 . . . . . .
参加費 . . .

定員 . . . . . .
申込 . . . . . .
主催 . . . . . .

千葉畑の会・内田さんの畑
（千葉県八街市）
※現地集合・解散です。
あり（無料）
千葉畑の会の皆さん
大人（中学生以上）●2,000円、
小学生●1,000円、未就学児●無料
150名
6月22日（金）まで
大地を守る会 
ソーシャルコミュニケーション部

※訪問先の最寄り駅はJR総武本線「八街駅」です。
　八街駅から訪問先までタクシー約20分。
　自家用車でのご参加も可能です
　（東関東自動車道「佐倉IC」より約30分）。

見慣れない種類もあり、みんな夢中です。

みずみずしい甘みがはじける、とうもろ
こしのおいしい夏がやってきます。海と
大地の恵みがあふれる三浦半島でキャベ
ツや大根、とうもろこしなどを育て、イ
ベント「春の三浦 大根収穫祭」も実施
している黒崎研究会（神奈川県三浦市）の
皆さんと行う、とうもろこし収穫祭です。
とうもろこし畑をかき分けて歩く体験は、

お子さんはもちろん、大人にとってもち
ょっとした冒険気分。太陽の光を身体い
っぱいに感じながら、ゆでたてをがぶり
とかじるひとときは、夏ならではの至福
です。なかなか食べる機会のない生のと
うもろこしも味わえますよ。夏のおいし
い思い出作りに、ご家族やご友人と一緒
にぜひ遊びに来てください！ 

お申込みはWEB
または右記申込書を
注文書と一緒に
ご提出ください
大地を守る会  イベント 検索




